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＜お知らせ＞

今月のトピックス

ハダニ類と土着天敵の仲間 （野菜類・花き類・果樹類）
＜害虫＞ ハ ダ ニ 類

＜土着天敵＞
キアシクロヒメテントウ Stethorus japonicus
ヒメハダニカブリケシハネカクシ Oligota kashmirica benefica 
ハダニタマバエ Feltiella sp.
ケナガカブリダニ Amblyseius womersleyi

生態 と被害

ハダニ類は多くの作物を加害し、野菜類ではナミハダニやカンザワハダニが代表的な種で
あるが、果樹類では作物ごとに種が異なる場合が多い。体長は、雌成虫で約0.4-0.5mm、雄
成虫は約0.3-0.4mmである。成虫や幼虫が葉や果実をカスリ状に加害し、収量・品質に影響
を与える。また、高密度時にコロニーを形成した後分散する。ハダニ類の土着天敵は県内に
広く分布し種類も多く利用価値が高い。ハダニ類は、薬剤抵抗性を発達させやすいので、天
敵に影響の少ない選択性殺虫剤を主体とした防除体系を作ることがポイントである。

☆ 予報の見方 ☆
１）発生予察情報は、前月の調査に基づき発生程度が「並」以上の病害虫を中心に掲載しています。「やや少」
以下の病害虫については通常掲載していません。
２）「発生程度」は平年との比較を示しています。そのため、毎年その月で高い数値が続いた場合には、その月
の「発生程度」は密度が高くても「並」として発表されます。前月との多少の比較はグラフを参考にしてください。
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http://www3.pref.okinawa.jp/site/view/cateview.jsp?cateid=119

トマト黄化葉巻病の防除対策に関するお知らせがあります（裏表紙参照）。
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